
➀https://www.jichi.ac.jp/saitama-sct/SaitamaHP.files/download.html
にアクセス

②下方にスクロール → アンダーラインをクリック

③インストール開始

④アイコンをクリック

⑤２つの画面が起動



Macの場合
(1)https://www.jichi.ac.jp/saitama-sct/SaitamaHP.files/statmedOSX.html
にアクセス

(3)Mac用のインストーラを選択してダウンロード→Rのアイコンをクリック

(2)ここにアクセスし、Xquartz Ver.2.85をインストールする

(4)Rコンソールの「＞」の後に以下のコマンド入力し、return

(4) 「library(Rcmdr)」を入力し、return

日本のミラーサイトを
選択する

Yes

OK

(5)Rコマンダ表示（英語）



＞Rコンソールに、system(“defaults write org.R-project.R force.LANG ja_JP.UTF-8”) と入力し、保存せずに一度終了し、再度Rを開く

ここで止まってしまい、Rコマンダー表示されない場合
→ 「XQuartz.app」をゴミ箱に入れ、https://www.xquartz.org/FAQs.htmlのアンインストールを実施

例 ターミナルに以下のコマンドを入れてreturn
sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/org.xquartz.privileged_startx.plist でreturn

→https://www.xquartz.org/releases/index.html のインストーラパッケージで、
XQuartz 2.8.0 - 2021-03-21 -ネイティブ Apple Silicon サポートを備えた最初のリリース をインストールする

Rコマンダを日本語にする

Yes OK

Rコンソールに「library(Rcmdr)」を入力し、return 無事、Rコマンダが表示（日本語）

https://www.xquartz.org/FAQs.html
https://www.xquartz.org/releases/XQuartz-2.8.0.html


〜
〜

⑥Excelの以下の範囲を選択しコピー

⑦ファイル→データのインポート→
ファイルまたは〜データを読み込むをクリック

⑧必要事項にチェック → OK



⑨「表示」をクリック→ 右端に表が見えるが移動できない

⑩表にカーソルを置き右クリック
→最大化をクリック

⑪左端に表が表示される



⑫統計解析→ 生存期間の解析→ 生存曲線の記述と〜（Logrank検定）クリック

⑬観察期間、イベントおよび群別する変数などを選択→ OK

⑭生存曲線が表示

前回Excelで作成した生存曲線

打ち切りのマーク表示


